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学番78 新潟県立海洋高等学校平成29年度シラバス（漁業）

教科(科目) 水産(漁業) 単位数 ２単位 学年(ｺｰｽ) ２学年(海洋技術コース)

使用教科書 文部科学省著作 海文堂出版株式会社発行 『漁業』

副教材等 水産白書、漁業技術検定解説書

１ 学習目標

漁業に関する知識と技術を習得させ、資源管理と漁業経営について理解を深めさせるとともに、

漁業における生産性の向上を図る能力と態度を育てる。

２ 指導の重点

①漁業の役割の重要性と水産生物の生息場所である環境について理解させる。

②国際的な資源管理や地球環境保全、漁業情報の収集と活用、漁業技術、水産食品管理、漁業経

営などに関する知識と技術を習得させる。

③漁業技術の向上及び漁業経営改善などによる 生産性の向上を図る能力と態度を育てる。

３ 学習計画

月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法

４ ○漁業と水産生物 ○漁業の意義と沿革 ○国民生活や経済に果たす 16 ○授業への取組

漁業の役割や意義について

理解する。 ○提出物の内容

○海洋環境と生物生産 ○海の生物の生活環境の保 および期限順守

全や海の生産力を有効に活

５ 用する基礎的な知識と技術 ○定期考査

を習得する。

○漁場と漁場調査 ○漁場と漁場調査について ○確認テスト

基礎的な知識と技術を習得

６ (１学期中間考査) する。 ○自己評価

○海の環境保全 ○海洋環境の保全に必要な 16

水質や汚染などの基礎的な

知識と技術を習得する。

○水産資源と漁業 ○水産資源 ○漁業管理が水産資源や漁

管理 ○漁業管理 業経営に与える影響などの

基本的な知識と技術を習得

(１学期期末考査) する。

７ ○漁業実習 ○沿岸漁業体験実習 ○沿岸漁業の操業体験を通

じて、漁業の実態把握と資

源管理型漁業の必要性につ

いて理解を深める。

（ ）９ ３０日乗船実習

10 ○漁業の技術 ○漁具と漁法 ○水産生物の生態的特性と 22

漁法、漁船と漁具、漁労技

術など漁具と漁法に関する

基礎的な知識と技術を習得

する。

○主な漁業と資源増殖 ○漁業実習（実習船）や地
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域で行われている主な漁業

の中から、適切なものを選

択して取り上げ、漁具や漁

具材料について具体的な展

開例をあげて理解し、漁業

生産に必要な知識と技術を

習得する。

栽培実習棟等の見学 ○主な栽培漁業の中から具（ ）

体的な事例を取り上げ、栽

培漁業の概要と基礎的な知

識と技術を習得する。

、 、11 ○漁具の構成と材料 ○漁具構成 材料と諸性能

漁具制作の基礎的な知識

と技術を習得する。

○漁業機械・計測機器・ ○漁業の機械化や計器を用

、 、 、冷凍機械 いる漁法 漁船 漁業技術

漁獲物処理など漁業の技術

に関する基本的な知識と技

12 (２学期期末考査) 術を習得する。

１ ○漁業生産の基盤 ○漁業制度と法規 ○我が国の漁業が、漁業法 20

や漁業協同組合法等を中心

とする国内の制度化された

仕組みについて理解する。

○漁業をめぐる国際環境 ○世界の漁業事情と主な国

際漁業条約・協定の目的や

内容について理解する。

○我が国の漁業が、国際的

な条約・協定等に基づいて

営まれていることを理解す

る。

○漁業と情報 ○漁業における情報の活用

方法の基礎的な内容を理解

する。

２ ○水産物の貿易と流通 ○水産物の流通過程、輸出

入、需給と消費など水産物

の貿易と流通について、そ

の概要を理解する。

○食品管理 ○国際的な衛生基準等を踏

まえた水産食品の管理方法

について基礎的な内容を習

得する。

○漁業経営 ○漁業経営の仕組み ○地域の漁業経営の概要、

○経営組織の管理・運営 経営分析、簿記の記入方法

○漁業経営の効率化 など漁業経営の基礎的な知

(学年末考査) 識と技術を習得する。

計 64 時間(55分授業)
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４ 課題・提出物等

○各単元ごとに課題等の提出を指示することがあります。

５ 評価規準と評価方法

評価は次の４観点から行います。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

○漁業に関する課題に関 ○海業と海洋環境及び ○漁具の構成を理解し ○漁業と水産生物につ

、心を持ち、その改善・向 水産生物の関係につい て漁具を製作し完成さ いて十分な知識を持ち

上を目指して意欲的に取 て自ら調べ、学習する せ、操業することがで 漁業と海洋環境及び水

組むことができる。 ことができる。 きる。 産生物の関係について

○漁具の構成や製作方法 ○環境問題の原因や背 ○漁業機械類の機能や 理解している。、

利用方法及び漁業機械類 景と人間の生活行動と 操作法を理解し、漁業

について興味を持って調 の関連をとらえ，海洋 に活用することができ

べ、漁具製作や漁業実習 環境に対する自らの責 る。

に積極的に取組む態度を 任を自覚し適切に判断

身に付けようとしている することができる。。

以上の観点を踏まえ、

○授業への取組(授業態度、出席状況、発表、学習活動への参加状況など）

○課題等の提出物(内容および期限の順守)

○定期考査

○確認テスト

○自己評価

などから、総合的に判断します。

６ 担当者からの一言

食料供給産業など国民生活や経済に果たす漁業の重要な役割や意義について理解し、海業と海洋

環境及び水産生物に関する知識や技術を身に付け、これからの漁業の課題や展望について考える能

力と態度を身に付けるために努力しましょう。

（担当：久保田 和平）


